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埼
玉
県

摂
食
嚥
下
研
究
会
だ
よ
り

埼
玉
県

摂
食
嚥
下
研
究
会
だ
よ
り

や
、
頬
粘
膜
の
ピ
シ
ャ
の
脂
肪
床
、

顎
間
空
隙
な
ど
の
構
造
が
あ
る
。

（
２
）
嚥
下
機
能
獲
得
期
（
生
後
５
ヶ

月
）
で
は
、
探
索
反
射
、
吸
啜
反
射

な
ど
の
原
始
反
射
の
消
失
し
、
随
意

的
な
嚥
下
機
能
が
開
始
さ
れ
る
。
口

を
閉
じ
て
舌
の
蠕
動
様
運
動
で
食
塊

を
咽
頭
部
付
近
ま
で
移
送
す
る
動
き

を
獲
得
す
る
。

（
３
）
捕
食
機
能
獲
得
期
（
離
乳
初

期：

生
後
５
〜
６
ヶ
月
）
で
は
、
捕

食
動
作
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

下
口
唇
に
食
物
や
ス
プ
ー
ン
が
触
れ

る
と
開
口
す
る
ス
プ
ー
ン
上
の
食
物

を
上
唇
で
触
覚
認
知
し
て
、
口
唇
で

口
腔
内
に
擦
り
と
る
よ
う
に
し
て
舌

の
先
端
部
に
取
り
込
み
、
閉
口
し
な

が
ら
前
庭
部
に
取
り
込
む
こ
の
段
階

で
は
、
下
唇
の
取
り
込
む
運
動
、
舌

の
前
後
運
動
が
活
発
に
な
る
。

（
４
）
押
し
つ
ぶ
し
機
能
獲
得
期
（
離

乳
中
期：

７
〜
８
ヶ
月
）
で
は
、
舌

で
食
物
を
口
蓋
皺
壁
（
こ
う
が
い
す

う
へ
き
）
に
押
し
つ
け
て
つ
ぶ
す
運

動
に
よ
っ
て
、
生
ま
れ
て
は
じ
め
て
、

食
塊
を
形
成
す
る
。
口
蓋
皺
壁
は
押

し
つ
け
ら
れ
た
食
物
が
滑
ら
な
い
よ

う
な
皺
（
し
わ
）
が
あ
り
、
か
た
さ

な
ど
の
物
性
を
関
知
し
や
す
い
構
造

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
、
口

角
や
舌
の
上
下
運
動
が
観
察
さ
れ
る
。

（
５
）
す
り
つ
ぶ
し
機
能
獲
得
期
（
離

乳
後
期：

９
〜
11
ヶ
月
）
は
、
舌
と

口
蓋
で
つ
ぶ
せ
な
い
も
の
を
臼
歯
相

当
部
の
歯
茎
で
す
り
つ
ぶ
す
動
き
が

み
ら
れ
、
硬
い
固
形
食
に
対
処
す
る

働
き(

咀
嚼)

を
引
き
出
す
時
期
で
あ

る
。
こ
の
時
期
は
、
口
角
や
舌
の
左

右
運
動
が
観
察
さ
れ
る
。

講演Ⅰ
新
生
児
か
ら
の
嚥
下
の
発
達
段
階

は
、
図
１
に
示
す
よ
う
に
、
経
口
摂

取
準
備
期
か
ら
食
具
食
べ
機
能
獲
得

期
ま
で
、
８
段
階
が
あ
る
。

（
１
）
経
口
摂
取
準
備
期
（
生
後
４
ヶ

月
）
は
、
原
始
反
射
（
探
索
反
射
、

吸
啜
反
射
、
咬
反
射
）
を
利
用
し
て

嚥
下
す
る
時
期
で
あ
る
。
新
生
児
で

は
、
乳
首
か
ら
吸
啜
す
る
際
に
、
陰

圧
形
成
を
容
易
に
す
る
た
め
、
口
蓋

の
傍
歯
槽
堤
（
ぼ
う
し
そ
う
て
い
）

第
28
回

講
演
会

第
14
回

理
事
会
・
総
会

小
児
の
摂
食
・
嚥
下
障
害
の
診
断
と

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

講
演
会
に
は
、
歯
科
医
師
を
は
じ

め
医
師
、
看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
、

理
学
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
管
理

栄
養
士
や
介
護
施
設
職
員
等
約
１
２

０
名
が
参
加
し
た
。
今
回
は
、
出
浦

惠
子
理
事
司
会
の
も
と
進
行
し
た
。

埼
玉
県
摂
食
嚥
下
研
究
会
第
10
回

理
事
会
お
よ
び
総
会
が
、
２
０
１
８

年
７
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分

か
ら
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
２
階

研
修
室
で
行
わ
れ
た
。

総
会
で
は
、
島
田
篤
副
会
長
の
開

会
の
も
と
、
金
井
会
長
の
挨
拶
の
後
、

議
長
に
水
田
宗
達
理
事
が
、
副
議
長

に
は
大
久
保
喜
惠
子
理
事
が
選
出
さ

れ
、
２
０
１
７
年
度
の
事
業
報
告
及

び
決
算
、
平
成
２
０
１
８
年
度
の
事

業
計
画
及
び
予
算
な
ど
の
計
６
議
案

が
審
議
さ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、

埼
玉
県
摂
食
嚥
下
研
究
会
と
し
て
新

た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。金井会長

埼
玉
医
科
大
学
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー

運
動
呼
吸
器

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
教
授

高
橋

秀
寿

先
生
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（
６
）
自
食
準
備
期
は
、
自
ら
の
手
を

使
っ
て
食
物
を
口
ま
で
運
び
、
そ
の

食
物
を
口
唇
や
前
歯
で
摂
り
込
む
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
腕
の
動

き
や
手
の
動
き
が
充
分
に
発
達
し
、

口
の
動
き
と
の
協
調
運
動
と
し
て
お

も
ち
ゃ
を
口
に
運
ん
だ
り
、
食
物
に

手
を
伸
ば
し
た
り
、
自
発
的
な
行
動

が
多
く
な
る
。

（
７
）
手
づ
か
み
食
べ
機
能
獲
得
期

（
生
後
18
ヶ
月
）
は
、
食
物
を
手
で
つ

か
ん
で
口
に
運
び
、
口
唇
・
舌
・
顎

な
ど
の
動
き
と
連
動
さ
せ
て
行
う
。

最
初
の
う
ち
は
自
分
の
手
で
食
物
を

口
に
運
べ
て
も
手
と
口
の
協
調
が
上

手
く
で
き
ず
、「
口
か
ら
む
か
え
に
い

く
」、「
こ
ぼ
す
」、「
横
を
向
い
て
取
り

込
む
」
な
ど
の
動
き
が
見
ら
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
手
づ
か
み
食
べ
が
上
手

に
な
る
に
従
っ
て
、
顔
が
横
向
き
に

な
ら
ず
に
正
面
を
む
い
た
ま
ま
で
、

手
指
に
よ
り
口
の
中
央
部
に
食
物
を

運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

手
を
動
か
さ
ず
に
前
歯
の
力
だ
け
で

噛
み
切
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。

（
８
）
食
具
食
べ
機
能
獲
得
期
（
生
後

36
ヶ
月
）
は
、
最
初
は
、
ス
プ
ー
ン

や
フ
ォ
ー
ク
な
ど
の
食
具
を
ど
の
様

に
用
い
た
ら
口
に
食
物
が
入
る
の
か

が
わ
か
ら
な
い
た
め
、
こ
ぼ
し
た
り
、

ス
プ
ー
ン
が
裏
返
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
。
上
手
に
指
先
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
て
ス
プ
ー
ン
が
使
え
る
よ
う

に
な
る
の
は
３
歳
以
降
で
あ
り
、
中

に
は
４
〜
５
歳
ご
ろ
に
使
え
る
よ
う

に
な
る
場
合
も
あ
る
。

特
に
、
離
乳
食
に
つ
い
て
は
、
乳

幼
児
の
摂
食
嚥
下
発
達
に
応
じ
た
離

乳
食
の
進
め
方
が
重
要
で
あ
る
。
表

１
に
、
嚥
下
動
作
の
獲
得
機
能
と
、

そ
れ
に
応
じ
た
支
援
の
ポ
イ
ン
ト
と

食
材
を
示
す
。

食
事
に
望
ま
し
い
姿
勢
と
し
て
は
、

口
腔
機
能
が
高
い
場
合
、
視
線
を
食

事
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
顔
が
や
や

下
方
を
向
き
、
口
角
と
耳
を
結
ん
だ

線
が
下
向
き
と
な
る
、
い
わ
ゆ
る

「
軽
い
う
な
ず
き
」
姿
勢
が
良
い
と
言

わ
れ
る
（
図
１
）。

医
療
法
人
敬
愛
会

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
天
草
病
院

理
学
療
法
士
　

阿
部

高
家
先
生

摂
食
・
嚥
下
の
た
め
の

座
位
姿
勢
と
シ
ー
テ
ィ
ン
グ

講演Ⅱ

次
に
、
摂
食
で
の
姿
勢
に
つ
い
て

は
、
特
に
体
幹
が
不
安
定
で
座
位
バ

ラ
ン
ス
の
悪
い
お
子
様
に
は
、
図
２

に
示
す
よ
う
に
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ

ア
ー
が
有
効
で
あ
る
。
45
度
く
ら
い

の
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
で
、
頭
部
に
タ

オ
ル
を
入
れ
て
頚
部
を
屈
曲
位
と
し

て
、
両
足
底
や
両
脇
も
タ
オ
ル
な
ど

で
支
え
る
こ
と
で
、
座
位
は
安
定
す

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
食
事
に
集
中

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

嚥
下
造
影
検
査
（
Ｖ
Ｆ
）
も
、
こ

の
ク
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ア
ー
を
用
い
て
、

母
親
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

乳
幼
児
は
、
泣
か
ず
に
検
査
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
Ｖ
Ｆ
の
検
査
結
果
と

コ
メ
ン
ト
、
方
策
に
つ
い
て
の
一
例

を
表
２
に
示
す
。

最
後
に
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

で
あ
る
が
、
主
な
問
題
点
と
解
決
法

に
つ
い
て
以
下
に
述
べ
る

①

乳
幼
児
期
に
口
腔
過
敏
が
あ
る
場

合
に
は
、
口
腔
内
に
優
し
く
触
れ
る

こ
と
が
原
則
で
、
口
腔
内
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
必
ず
臼
歯
部
か
ら
始
め
前
歯
に

か
け
て
行
う
。
ま
た
、
シ
リ
コ
ン
製

の
ス
プ
ー
ン
は
、
暖
か
く
軟
ら
か
い

の
で
、
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
。

②

学
童
期
に
は
、
舌
突
出
、
緊
張
性

咬
反
射
、
過
開
口
、
丸
飲
み
込
み
等

が
問
題
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の

場
合
の
対
策
と
し
て
、
舌
突
出→

間

接
法
や
口
唇
閉
鎖
練
習
、
緊
張
性
咬

反
射→

歯
肉
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
過
開
口

→

下
顎
介
助
、
丸
飲
み→

食
形
態
の

検
討
と
咀
嚼
訓
練
、
な
ど
が
有
効
で

あ
る
。

③

ダ
ウ
ン
症
の
お
子
さ
ん
は
、
顎
の

大
き
さ
の
割
に
舌
が
相
対
的
に
大
き

い
、
口
呼
吸
し
な
が
ら
食
べ
る
。
吸

啜
の
口
の
動
き
が
残
存
し
て
舌
を
出

し
て
食
べ
る
、
口
唇
を
閉
じ
ず
に
咀

嚼
し
な
い
で
丸
呑
み
す
る
、
な
ど
の

問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
は
、
離
乳
食
の
開
始
を
遅

ら
せ
る
必
要
は
な
い
こ
と
、
硬
い
も

の
が
噛
め
る
時
期
は
遅
れ
る
の
で
ゆ

っ
く
り
進
め
る
こ
と
、
ス
ト
ロ
ー
の

使
用
は
コ
ッ
プ
飲
み
が
確
実
に
で
き

て
か
ら
開
始
す
る
、
な
ど
が
治
療
の

原
則
で
あ
る
。

④

デ
ン
タ
ル
シ
グ
マ
は
、
口
腔
過
敏

の
乳
幼
児
の
口
腔
ケ
ア
に
有
効
で
あ

り
、
カ
ッ
ト
ア
ウ
ト
コ
ッ
プ
は
、
顎

を
引
い
た
ま
ま
、
コ
ッ
プ
で
水
が
飲

め
る
の
で
、
共
に
非
常
に
有
効
で
あ

る
。
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確
認
が
必
要
と
な
る
。

初
め
て
対
象
者
に
車
椅
子
を
提
供

す
る
場
合
は
、
対
象
者
の
座
位
能
力

を
簡
単
に
評
価
し
て
車
種
を
選
定
す

る
方
法
が
あ
る
。
こ
れ
は
、H

offer

座
位
能
力
分
類
（JSSC

版
）
と
い
い
、

し
っ
か
り
し
た
台
の
上
で
端
座
位
を

と
り
、
上
肢
で
の
支
持
が
な
く
て
も

30
秒
座
位
を
保
持
で
き
れ
ば
レ
ベ
ル

１
。
上
肢
の
支
持
が
あ
れ
ば
30
秒
座

位
を
保
持
で
き
る
レ
ベ
ル
を
レ
ベ
ル

２
。
上
肢
の
支
持
が
あ
っ
て
も
30
秒

以
内
に
倒
れ
て
し
ま
う
レ
ベ
ル
を
３

と
す
る
簡
便
な
評
価
手
法
で
あ
り
、

職
種
に
関
係
な
く
評
価
で
き
る
（
図

２
）。対

象
者
の
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
、
椅

子
や
車
椅
子
の
車
種
選
定
に
活
か
す

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
仮
に

H
offer

座
位
能
力
分
類
が
レ
ベ
ル
１

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
摂
食
・
嚥
下

に
最
適
な
座
位
姿
勢
を
模
索
す
る
た

め
に
は
、
身
体
寸
法
に
適
合
さ
せ
や

す
い
モ
ジ
ュ
ラ
ー
型
車
椅
子
が
必
要

と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、

食
事
の
た
め
の
姿
勢
を
実
現
す
る
た

め
の
座
位
の
評
価
や
、
そ
の
姿
勢
を

保
持
し
た
中
で
の
身
体
寸
法
の
計
測

（
図
３
、
４
）
が
重
要
と
な
る
た
め
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
と
多

職
種
協
働
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
た

だ
け
る
と
良
い
。

最
後
に
、
摂
食
・
嚥
下
の
シ
ー
テ

ィ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
そ
の
効
果
や

リ
ス
ク
が
即
時
的
に
表
れ
や
す
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
な
ん
と
な
く
椅
子
に

対
象
者
を
座
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、

対
象
者
を
評
価
し
た
上
で
、
そ
れ
に

合
っ
た
椅
子
を
提
供
す
る
、
と
い
う

考
え
方
が
必
要
と
な
る
。
　

ま
た
、
上
半
身
も
食
事
に
向
か
っ

て
い
け
る
よ
う
前
傾
で
き
る
こ
と
が

望
ま
し
い
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
足

の
裏
や
太
も
も
（
大
腿
後
面
）
が
床

面
や
椅
子
の
座
面
に
全
体
的
に
接
地

し
、
上
半
身
の
前
方
へ
の
動
き
を
保

証
で
き
る
状
況
を
作
る
必
要
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
対
象
者
の
膝
下
の
長
さ

（
下
腿
長
）
と
、
椅
子
や
車
椅
子
の
座

面
の
高
さ
が
適
合
し
て
い
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
背
も
た
れ
（
バ
ッ
ク

サ
ポ
ー
ト
）
の
角
度
や
形
状
、
ま
た

は
硬
さ
が
対
象
者
の
脊
柱
の
カ
ー
ブ

に
沿
い
、
適
切
に
支
持
で
き
て
い
る

必
要
も
あ
り
、
適
合
し
て
い
な
い
と

上
半
身
は
潰
れ
る
（
屈
曲
す
る
）
か
、

背
も
た
れ
に
押
し
付
け
る
か
、
い
ず

れ
に
し
て
も
結
果
的
に
頭
頸
部
の
ア

ラ
イ
メ
ン
ト
は
「
軽
い
う
な
ず
き
」

姿
勢
か
ら
崩
れ
て
し
ま
い
、
食
事
に

向
か
う
こ
と
も
楽
に
飲
み
込
む
こ
と

も
難
し
く
な
る
傾
向
に
陥
る
。

健
常
者
で
あ
れ
ば
あ
る
程
度
は
椅

子
と
体
の
サ
イ
ズ
や
形
状
と
の
ギ
ャ

ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

が
、
虚
弱
高
齢
者
や
体
に
障
害
の
あ

る
方
で
は
適
応
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
り
や
す
く
、
最
大
能
力
を
発
揮
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ば
か
り
か
、

二
次
障
害
を
引
き
起
こ
す
ケ
ー
ス
も

あ
る
。
摂
食
・
嚥
下
に
直
接
的
に
関

係
す
る
二
次
障
害
と
は
、
食
事
の
取

り
こ
ぼ
し
や
・
む
せ
込
み
・
誤
嚥
ま

た
は
誤
嚥
性
肺
炎
・
食
事
時
間
の
延

長
な
ど
で
あ
る
。
食
事
を
す
る
際
は

椅
子
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

椅
子
や
車
椅
子
を
対
象
者
に
与
え
る

立
場
に
あ
る
専
門
職
は
、
そ
の
椅
子

や
車
椅
子
と
、
対
象
者
と
の
サ
イ
ズ

や
機
能
が
し
っ
か
り
適
合
し
、
少
し

で
も
対
象
者
に
と
っ
て
の
食
事
姿

勢
・
動
作
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
良
好

な
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
の

（図１）

（図２）

（図３）

（図４）



平成29年度 摂食・嚥下研究会収支決算書

（収入の部）

項

入会金収入

会費収入

事業収入

雑収入

事業活動収入合計

繰越金

収入合計

本年度予算額

30,000

1,640,000

840,000

2,000

2,512,000

2,512,000

本年度決算額

20,000

1,240,000

440,000

285,383

1,985,383

1,372,879

3,358,262

差異

10,000

400,000

400,000

△283,383

526,617

△846,262

（支出の部）

項

事業費

1.理事会・総会費

2.講演会費

3.広報費

予備費

事業活動支出合計

次期繰越収支差額

本年度予算額

2,412,000

（787,000）

（1,230,000）

（395,000）

100,000

2,512,000

本年度決算額

1,894,312

（396,373）

（632,060）

（865,879）

0

1,894,312

1,463,950

差異

517,688

（390,627）

（597,940）

（△470,879）

100,000

617,688

（単位：円）

（単位：円）

項

【事業活動収入】

入会金収入

会費収入

事業収入

雑収入

事業活動収入合計

【事業活動支出】

事業費

1. 理事会・総会費

作業委員会費

2. 講演会費

3. 広報費

予備費

事業活動支出合計

事業活動収支差額

前期繰越金

次期繰越金

本年度予算額

30,000

1,543,000

600,000

2,000

2,175,000

2,075,000

（605,000）

（1,080,000）

（390,000）

100,000

2,175,000

0

1,463,950

1,463,950

前年度予算額

30,000

1,640,000

840,000

2,000

2,512,000

2,412,000

（787,000）

（1,230,000）

（395,000）

100,000

2,512,000

0

1,372,879

1,372,879

差異

0

△97,000

△240,000

0

△337,000

△337,000

（△182,000）

（△150,000）

（△5,000）

0

△337,000

0

91,071

91,071

日時：平成30年７月15日（日）13時～16時20分　

場所：彩の国すこやかプラザ

講 演 Ⅰ

演題：小児の摂食・嚥下障害の診断と

リハビリテーション

講師：埼玉医科大学国際医療センター 　運動呼吸器リハ

ビリテーション科教授　高橋 秀寿 氏

講 演 Ⅱ

演題：摂食・嚥下のための座位姿勢とシーティング

講師：医療法人敬愛会 リハビリテーション天草病院 

リハビリテーション部地域リハ担当副部長　

阿部　高家氏

（２）第30回講演会

日時：平成30年11月25日（日）13時～17時　

場所：彩の国すこやかプラザ

（演題・講師選定中）

（３）第31回講演会

日時：平成30年３月（開催日調整中）13時～17時　　

会場：彩の国すこやかプラザ

（演題・講師選定中）

２　摂食嚥下研究会だより発行、ホームページの

作成・更新

埼玉県摂食嚥下研究だよりを発行（年３回）

ホームページの更新（http://www.ssek.net/）

３　その他

（１）必要に応じて作業委員会、摂食嚥下だより編集委員会

を開催する。

第６号議案　平成30年度収支予算に関する件

下記予算書が可決承認。

平成30年度　摂食嚥下研究会収支予算書

（１）埼玉県摂食・嚥下研究会だよりを発行（年３回：

34号・35号・36号）

（２）ホームページの作成・更新

（http://www.ssek.net/）

（３）編集委員会

日時：平成29年９月21日（木）

場所：彩の国すこやかプラザ

日時：平成29年12月７日（木）

場所：彩の国すこやかプラザ

第３号議案　平成29年度収支決算の承認に関する件

下記決算書が可決承認。

第４号議案　埼玉県摂食・嚥下研究会会則の一部改正

に関する件

第５号議案　平成30年度事業計画の承認に関する件

平成30年度　事業計画

本格的な高齢社会を迎え、高齢者が最期まで元気で、

健康な生活を送れることが切実な課題となっています。

「食べる」ことに障害を持つ高齢者や障害児（者）が大

勢いるにもかかわらず、その取組みが遅れています。　

埼玉県摂食嚥下研究会は、摂食嚥下障害の諸問題への

対応や啓発指導、リハビリテーションなど目的を達成

するために以下のとおり事業を行います。

１　講演会・症例検討会の開催

（１）第29回講演会

平成30年10月25日（４）埼玉県摂食嚥下研究会だより第38号

改正前

摂食・嚥下研究会会則

（名称）
第１条　本会は埼玉県摂
食・嚥下研究会（以下「研
究会」と言う）と称する。

改正前

摂食嚥下研究会会則

（名称）
第１条　本会は埼玉県摂食
嚥下研究会（以下「研究会」
と言う）と称する。



第１号議案　役員の選任に関する件

埼玉県摂食嚥下研究会

第14回 総会報告

第２号議案　平成29年度事業報告の承認に関する件

平成29年度　事業報告

１. 会員数

正会員　　　３０９名

賛助会員　　３３団体（６１口）

２. 理事会及び総会

平成29年７月16日（日）彩の国すこやかプラザ　　

３. 講演会及び症例検討会

（１）日時：平成29年７月16日（日）13時～16時20分　

場所：彩の国すこやかプラザ

◇第27回講演会

基調講演：多職種連携　

講師：明海大学歯学部機能保存回復学講座  摂食嚥下

リハビリテーション分野准教授　大岡 貴史　氏

シンポジウム

『埼玉県摂食嚥下研究会シンポジウム　

～埼玉県の10年後を考える～』

（２）日時：平成29年11月12日（日）13時～16時　

場所：彩の国すこやかプラザ

◇第11回症例検討会

事例報告：埼玉県歯科衛生士会長　大久保 喜惠子氏

演題名：嚥下食の種類と目的

コーディネーター：埼玉県栄養士会長　平野 孝則氏

講義：摂食嚥下分類と市販介護食品について 　　　　

講師：ヘルシーフード　担当者

調理デモ「ゲル化剤を活用した介護食」　　　　　　 　　

講師：ニュートリー　担当者（展示食品の説明）

各業者ブースでの試食・物性等の体験・グループワーク

（３）日時：平成30年２月18日（日）14時～17時　

場所：彩の国すこやかプラザ

◇第28回講演会

講 演 １：地域における障害児・者への摂食支援

講師：①埼玉県社会福祉事業団 嵐山郷医療部歯科担当

医幹  内田 淳　氏

②明海大学歯学部機能保存回復学講座 　摂食嚥

下リハビリテーション分野准教授　

大岡 貴史 氏

講 演 ２：発達障害のお子さんの摂食の問題について

講師：埼玉県言語聴覚士会会長　田尻 恵美子 氏

４　その他

（１）監査　日時：平成29年７月12日（水）

場所：埼玉精神神経センター他

（２）作業委員会　日時：平成29年９月21日（木）

場所：彩の国すこやかプラザ

日時：平成29年12月７日（木）

5. 摂食嚥下研究会だより、ホームページの作成・更新

役　職

会　長

副会長 

副会長 

副会長 

専務理事

理　事
(総務･会計)

理　事
(広報)

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

監　事

監　事

氏　名

金井　忠男

島田　　篤

鯉渕　　肇

萱場　一則

藤野　悦男

三木　昭代

出浦　惠子

池田里江子

内田　　淳

大岡　貴史

大久保喜惠子

大橋　幸子

大前由紀雄

小川　郁男

北原　俊彦

小宮山和正

清水　充子

膳亀　昭三

高橋　秀寿

長谷川佳和

平野　孝則

廣澤　信作

深井　穫博

星野　恵子

三塩　　操

水田　宗達

三谷　雅人

安井　利一

柳澤　伸彰

湯澤　　俊

岩上　榮吉

丸木　雄一

所　属

埼玉県医師会長 

埼玉県歯科医師会長

埼玉県薬剤師会長

埼玉県立大学長

埼玉県歯科医師会
地域保健部副部長

埼玉県歯科医師会理事
地域保健部長

埼玉県歯科医師会
地域保健部副部長

埼玉県薬剤師会常務理事

埼玉県社会福祉事業団嵐山郷
医療部医幹

明海大学歯学部機能保存回復
学講座摂食嚥下リハビリテー
ション学分野准教授

埼玉県歯科衛生士会長

埼玉県作業療法士会理事・
事務局長

埼玉県耳鼻咽喉科医会会員

坂戸鶴ケ島医師会長

埼玉県歯科医師会　
地域保健部副部長

埼玉県歯科医師会　
地域保健部副部長

埼玉県言語聴覚士協会長

埼玉県薬剤師会副会長

埼玉医科大学国際医療センター

運動呼吸器リハビリテーション科教授

埼玉県介護支援専門員協会代表理事

埼玉県栄養士会長

埼玉県医師会常任理事

埼玉県歯科医師会常務理事

埼玉県看護協会常務理事

埼玉県訪問看護ステーション協会長

埼玉県理学療法士会副会長

大宮医師会理事

明海大学学長

埼玉県立大学健康開発学科 　　　　　　　　　

口腔保健科学専攻准教授

埼玉県医師会副会長

埼玉県歯科医師会専務理事

埼玉県医師会常任理事

埼玉県摂食嚥下研究会役員名簿

（平成29年４月１日〜平成31年３月31日）

（５）平成30年10月25日 埼玉県摂食嚥下研究会だより 第38号



埼玉県摂食嚥下研究会

日時：平成30年 11月25日（日）13：00～16：20
場所：彩の国すこやかプラザ２階セミナーホール

第30回  講 演 会

〒　 　 －

申込書 FAX先 0 4 8 －8 2 9－2 3 7 6

主 催：埼玉県摂食嚥下研究会

フリガナ

氏　　名
職　種

住　　所

（勤務先）

電　話

F A X  

参加申込書

※参加者多数の場合はご連絡いたします。

※改めて参加証はお送りいたしません。

■定　員：200名

■参加費：会　員  / 無　料
　　　　　非会員 / 2,000円

埼玉県摂食嚥下研究会（ 会員 ・ 非会員 ） 
※どちらかに○を付けてください

■申込締切日：11月16日（金）

講　師：藤田医科大学医学部 ロボット技術活用地域リハビリ
            医学寄附講座　教授

講　師： 越谷市立病院 摂食・嚥下障害認定看護認定看護師

「 嚥下動態に影響する姿勢　―口腔相から食道相まで、
       体位効果を利用した嚥下リハビリテーション― 」

問合せ：埼玉県歯科医師会事務局　TEL 048－829－2323

演　題：

「地域歯科医師会との口腔ケアラウンドに関する報告」演　題：

ＪＲ京浜東北線

セブン
イレブン

国道17号線

至上尾
た
つ
み
通
り

太陽生命ビル 西口

与野駅

P
P

すこやかプラザ

太田  喜久夫 先生

奥田   朋子  先生

講  演  Ⅰ  

講  演  Ⅱ  


